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火星面上にあらはれる奇禮な

幾何學的圖形

W．H．ピケリング

是ばジ’ヤマイカのウィリアム・H。ピケ’fiング教授が本年一月のScientific　American

に寄ぜた一丈である。讃んでかなりの興味を畳えナこので語學の不得意なのをも省

みす課しずこ。（来田勝彦謬）

　寧ろ不思議な一致ではあるが、最近火星E地球εの大接近短に常に驚くべぎ

規則正しい幾何學的圖形が．火星の表面に現はれるらしい。ヘラス（Hel】as）の

近似的圓の中に中心を持つたあのよく知られてみる十字を1879年にスキア2・4　v・

リ（Schiaparelli）は、最初にみた（第一圖）。是は．1877年の大接近の際にも現は

れナこであらうが．スケアパレリは、其の年には．此の圓ε縦の三河しか見なか

った。此の圓の直径は、900哩もある。此の十字は．其後、不規則な曲線よリ

成る踊形で置き換へられた。

　　　　　第　　一　　圖　　　　　　　　　　　　第　　二　　圖

　次の地球への大接近（a　．1892年であったD此の年には、放射歌の蓮河を中心

に持つ正五角形が。アレキパ（Arequipa）でみられナこ（第二圓）。あるべきはす

の是等の運河の一つは．みあナこらぬが．是は．我々の十三吋望遠暗でむつかし

かったのかも知れない。或は是を、スクッチして居る時．一時的火星の雲に蔽

はれたせいかも知れない。此の五角形の中心は．寸時未だ名づけられて居らな

かったが．現・今アスクレウス湖（Ascraeus　Lake）ミ呼ばれて居る慮に位置し．

其の直径は、800哩あった。

　1909年には、一つも複雑なる圖形は．見られなかっナこ。ローエル天文毫では

此の接近に封して何等の報告をも出して居らぬ。以前は．時々出しtものだ
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が。larry－De］Ogesは．九月世六日に第三圖を．描いた。是は驚異E云ふよりも

むしろ興味深きものである。何んSなれば火星上には、大きな四邊形が．発常

に少いから。中央の縦の蓮河は、VXトリゴン（Laestrigon）で二つの下の蓮河

は．タルタルス（Tartarus）ミセル〈ごルス（Cerberus）ミである。水李蓮河エス

キュラピアス（Aesculapius）は當時より近時目立つ様になつ】ヒが．上の二つの

蓮河は殆曹みられない。其れでも此の二つの十河は、其後の観測者に依って確

められナこ。エストリゴンの長さは．1200哩もある。

　1924年の接近に於て．地球は．火星に過去百年以上に亘って最も近づいナこ。

叉今後百年に亘って此の様に近づくこミはない。此の年にQi　．非常に大きい賊

難な墨形が．現はれf。今度のも．（想像されて居る）火星人を聯想する例のな

じみの五角形ではあるが、然し異っナこ静な場所にあらはれた。後に圓に勝つた

エリジウム（Elysium）の五角形は．すべての遊星研究者によく知られて居る。

．其は．直径が800哩あるが．今度の五角形はもつミ大きく．大きさの上で殆ざ“

　　　　　　第　　三　　圖　　　　　　　　　　　　箪　　四　　圖

＝二倍に近い。其の性質について号令正五角形でないミは云へ、封稽的附怪物を

持つナこ出頬星形である（第四圖参照）。明かz：球面上に形づくられた其の襟に大

きい圖形は、火星のある特別な位置以外では．封学的にあらはれるこεが出挙

ない。其の位置はs衡の時地球に依って假定せられfc±a所に偶然起つた。此の

時、火星は．我々に最も近く、圓盤の中心は、火星の緯度で16’Sであっナこ。更

に其れを適當に知る爲には．中央の子午線か．緯度の0。でなければならぬ。

リック天文墓のトラムプラー（Trumpler）博士が、始めて此の五角形を構成し

て居る蓮河を示す圖を、描いナこのであるが、彼に依って示されナこ儘では、完全

．に二障的ではない。何んεなれば、此の圖は、目的に厚して、適當なる中央の

子午線を以て描かれなかったから。然し．彼が描いた通りでさへ已に顯薯なる

事實である。

　五角形を構成して居る蓮河の或る物は、よく知られて居りスキアパレリに依

って登見されk者である。部ちチフオニウス（TyphoniUs）、オロンテス（Orontes）・
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ブイソン（Phison）．エウフラテス（Euphrates）、ヒデヶル（Hiddeke1）．プロト

ニルス（ProtoniLug．）である。其の他の蓮河は．ローエル（LOwell）に依って、倉見

命名せられナこ。實隠裏は、此の圖形を構成するすべての蓮河を見たが．然し又

同様に其れに交叉して此の卜形を闘，し叉掩ひ隠す慮の他の多くの蓮河を見て居

っナこ。彼は其の上、室でみナこ儘あらはさないでメルカトルの投影法（Mercator’s

projectiOn）であらはしナこので．誰2’L一一一一入門の四面から其の封稔的性質を見出さ

うなかったのだらう、此の接近に於て．其の四十の事物や組みkてが、さうあら

ミt＞　，火星上の最も優れて可能な位置ミしてbラムプラー博士の圖面のみは．

明に濁り目立つのであるQ已に蓮べた如く此の最近の衡に絶て。地球に依って

占めtc其の唯一の位置に於てのみ星形が、樹爾的にあらはれる。何故ならば，

まこεに火星自身の表面に横はつて居る儘では、少しも封稔的でないから。そ

して其れが封構的に横はつて居って趣其の圓盤の中心になければ．、恐らく我

々は、其の饗樗的性質を認めるこεは出妙なかったらう。まこεに是等の複難

なる圖形が、火星の上に生するのは．奇農なこεであり、なほ美事等のすべて

が一時的であって、大接近の時にのみあらはれるこεは一層奇腿なこSであ

る。然るに他の接近に鞭ては．・撒多の蓮河が．少しも劃構的構造を．あらはさ

ない。我々が次第に知りつNある通り、勿論其等の配列は、いつも定つナこ方式

である。そして是等の配列の中から大四邊形を避けるこ’εはs自然奇盟なひ三

である。干る人々は．是等の摸様が．輩なる偶然的なものでなく．入工的なる

ものにて我々の特別な教訓の爲に又火星上に智的生命の存在ig　．知らせる爲に

作られたものミ確に信じて居る。若しそうならば．火星メ、が．＋五年4≧に一度

以上もつε屡平等を植えつけ．或は然らずんば三等を「建設したとを．我々は望

む。若し過去に於て偶然起つナこものでなければ、次の1939年の大接近には、果

してきんな囲形が、あらはれるであらうか。然しながら我々は火星入について

鯨り多く期待してはならぬ。若し火星入が．過去一萬年或は其れ以上、此の種

の事をなして居ったならば．我々の自惚れそして非常に感じにくい地球の住民

よりもはるかに優れて通信せんεする火星人の努力be　．思ひ遣らねばならぬ。

翠ンツェル博士の死
　ドイツのくごルリン市ダiレム（Dahlem）輝の編暦局に永くみたF．　K．　Ginzel

（ギンツエル）博士は去る六月二十九日、七十七歳の高齢を以って死去しナこ。博：

士は大著Handbuch　der　m　athematischen　Chronologie（全三巻）の著者ミして

廣く世に知られてみた入である。


